
2点 1点 0点

点検表の作成（開館日） ×1 1

施設の修繕等の随時実施
×2 2

清掃
都民対応部分の清掃（開館日）
職員や都民が触れる場所を定期的に消毒

×1 1

草刈り（年２回以上）
枝の剪定（年３回以上）

×1 1

通年（年末年始を除く）
施設・巡回の実施

×1 1

来館者受付、受付周辺の点検（開館日） ×1 1

管理表の作成 ×1 1

考古学の専門知識を有する職員を2名以上
配置 ×1 1

専門性向上等のための研修の実施
（年１回）

×1 1

消防設備点検（年１回） ×1 1

消防訓練実施（年1回）
消防設備点検（年１回）

×1 1

緊急対応訓練実施（年１回）
発生時のマニュアル整備

×1 1

点検表の作成（開館日） ×1 1

施設利用者に影響が生ずる事故等が発生し
なかったか
事故等が起きた際の対応や都への報告が
適正であったか

×1 1

内部規定の遵守、保管場所の施錠
研修（年１回）

×1 1

規程の遵守、管理状況の確認（年１回） ×1 1

データアクセスのID制御の実施
×1 1

研修の実施（年１回）
業務に必要とされる関係法令遵守体制の整
備

×1 1

社会保険労務士等の外部の専門家による
チェック（月１回）

×1 1

迅速かつ遺漏のない報告・連絡 ×1 1

収支状況の均衡性 ×1 1

経理の明確な区分
帳簿、関係書類の整備、保存（指定期間終
了後５年間）

×1 1

保全物品整理簿の整備
不適格品、亡失品等の報告

×1 1

維持・保全
早期修繕が必要なものについて教育庁と適
宜協議をし、適切に対応した。

日常清掃、感染症感染拡大防止のための
消毒作業

都民が手の触れやすい場所の定期的な消
毒を実施した。

R６教育庁による一次評価

大項目 中項目 確認項目 評価水準 配点

評価
 水準を上回る 2点／概ね水準どおり 1点／水準を下回る 0点

評価理由

出土品管理
独自のデータベースを用い効率的な管理を
行った。

人材育成
世代交代を見据えた人材育成に積極的に取
り組んでおり、習熟度に合わせて研修を実
施した。

樹木保護等
草刈りは３回、枝剪定は５回実施し、強風で
折れた枝や危険個所の整備等迅速に対応
した。

受付・管
理業務

施設警備 計画どおり実施した。

受付業務 計画どおり実施した。

安全性の
確保

施設の安全性は確保されているか

施設・設備の安全性の確保 計画どおり実施した。

防災・防犯への配慮 計画どおり実施した。

緊急時対策 計画どおり実施した。

施設・設備管理に関する書類等の管理

東京都サイバーセキュリティ対策基準の履
行、利用記録等各種情報の管理

ファイルサーバーについてファイアーウォー
ルによるセキュリティ確保と、保管される情
報種別のアクセス制限を適切に実施した。

各種法令等の遵守 コンプライアンス・人権問題研修を実施した。

労働環境確保への取組 法令等に基づき適切に実施した。

各種点検表等が作成され適切に管理されて
いた。

事故への対応 事故の発生はなかった。

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

個人情報保護、情報公開の取組
個人情報は施錠できる場所で保管してい
る。個人情報保護研修を実施した。

公文書の管理 規定に基づき管理されていた。

協定等に基づく都への報告
地震発生時は速やかに館内点検を行い都
に報告をする等迅速に対応を行った。

適切な財務・
財産管理

適切な財務運営・財産管理が行われているか

経営状況（安定的な運営） 健全な財政状況である。

経理処理
経理・現金に関する書類等の管理

２回立入検査を行ったが適正に処理されて
いた。

都有財産（物品など）の管理
帳簿調査を行ったが適正に処理されてい
た。

法令等の
遵守

管理
状況

適切な管理
の履行

協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか

施設・設
備の保
守点検

設備保守点検 計画どおり実施した。

人員配置
発掘調査の経験があり専門知識の豊富な学
芸員を３名配置し、利用者に満足いただける
企画や事業を実施した。



2点 1点 0点

年間
事業

常設展示
復元住居での火焚き（年150日）

×1 1

貸出状況等の確認（貸出簿の作成）
遺構写真等のデジタル化

×1 1

企画
事業等

イベントの見直し
新規事業

×2 4

HPの更新（月１回）
デジタル広報の充実

×1 1

幅広い入館者に対応した施策
利用者の声を反映した取組

×2 4

企画展示の成果
都事業との連携

×2 4

展示ホール（年345日）、遺跡庭園（年359日）
の通年公開

×1 1

本項目に関する利用者満足度
90％以上

×2 4

本項目に関する利用者満足度
90％以上（建物本体に対する事項は除く）

×2 4

迅速な対応 ×2 2

合計点 評価 A

大項目 中項目 確認項目 評価水準 配点

評価
 水準を上回る 2点／概ね水準どおり 1点／水準を下回る 0点

評価理由

事業
効果

事業の
取組

・
サービス

向上

求められる水準のサービスが提供されているか

公開事業
（環境の変化など外部要因を考慮）

展示ホール利用者は21,843人で、昨年度比
5.7％の増加となった。展示ケースガラス面を
反射防止シートに貼りかえ、展示をよりみや
すくした。復元住居の保全のため208日火焚
きを行った。

資料貸出

貸出簿を作成し適切に貸出業務を行った。
遺構写真のデジタル化は準備中で、令和7
年度に多摩ニュータウン遺跡分は終了予
定。

企画内容　（企画の充実度、豊富さ）

親子で体験できる「お子さま考古学教室」の
内容を「火おこし」や「弓矢」等の低年齢層で
も直感的な体験ができる５種目にリニューア
ルした。また、従前のインターンシップに加
え、新規事業として「ワンデイインターンシッ
プ」を実施し、大学１、２年生や転職を考える
社会人が発掘調査を試す機会を創設した。

積極的な広報・PR

月替わり展示や復元住居内火焚き日等の
HP情報を月１回以上更新している。来館で
きない方へのサービス向上のため、企画展
示「多摩の”なんで!?”な出土品」のウェブサ
イトを開設した。

サービス向上に向けた創意工夫

体験コーナーやWiFi案内などの掲示物を英
文付きパネルにリニューアルし、ユニバーサ
ルデザイン化を推進するなどの取組を実施
した。
また、館内フロアマップを展示ホール入口の
展示案内パネルに併設し見やすくするなど、
利用者の声を迅速に反映した積極的なサー
ビスの向上に努めている。

利用の
状況

求められる水準の利用状況となっているか

事業企画の成果

企画展示として「多摩の”なんで!?”な出土
品」と題し、多摩ニュータウン遺跡の出土品
の中から使用方法のわからない土器など専
門家でも頭を悩ませる出土品に焦点をあ
て、利用者の考えに対して意見をフィード
バックする双方向型の展示を実施し、利用
者満足度を上昇させた（96.2％→98.1％）。さ
らに都事業と連携し『東京文化財ウィーク』に
合わせ、都指定有形文化財「多摩ニュータウ
ン№513遺跡の軒丸瓦・軒平瓦」を展示した。

公開日数
展示ホールは344日、遺跡庭園は355日公開
した（休館日及びやむを得ない停電、安全確
保のための強風日以外は公開した）。

利用者の
反応

利用者の満足を得られているか

職員の接客対応
（職員の親切さ、説明の分かりやすさ等）

アンケートの結果、一般利用者の満足度で
は接遇99%、施設内掲示のわかりやすさが
97.3％となっている。また、学校団体見学の
満足度では、接遇態度が97.7%、展示のわか
りやすさが100%となるなど、接客対応にかか
る満足度は非常に高くなっている。

設備の快適さ
（清潔さ、明るさ、温度設定等）

アンケートの結果、一般利用者の満足度で
は、展示エリアの快適さが97.7%、トイレの清
潔さ快適さが96.0%となるなど、快適に過ごせ
るように対応している。

苦情等の対応

苦情はなかったが、利用者の意見・要望に
ついては迅速に対応できるものから対応し
た（例：多摩センター駅近くの交差点壁面に
案内看板設置など）

【一次評価結果】

50

特記事項

・掲示物の英文付きパネルのリニューアルは外国人利用者に好評であり、駅からの案内看板設置や車椅子使用者対応トイレの掲示物について誰でも視認しやすいように色やピクトグラ
ムの更新を行う等利用者が安全・快適に楽しく利用できる施設環境の改善・維持を行った点は評価できる。

・企画展「多摩の”なんで!?”な出土品」において、来館者から寄せられた考えに対する意見をデジタル機器を活用しフィードバックする双方向型の展示を行った。また、従前のインターン
シップに加え、一日体験型のインターンシップを実施し、自主事業である発掘調査を大学生や転職を考える社会人に体験してもらう機会を設けるなど、将来の人材育成にも繋がる企画
を行ったことは高く評価できる。

・アンケートや昨年度実績の精査結果を業務改善に生かし、常にサービス向上に努めている。

要改善事項等
・効果的なデジタル展示などについては、引き続き検討を要望する。
・今後とも、利用者の声や要望を踏まえ、質の高いサービスの提供を期待する。

※管理運営状況の確認結果や各確認項目の評価理由をもとに、総合的かつ具体的に記述してください。

S A B C

標準点の1.33倍(小
数点以下切上)以上

S-1点以下
標準点の1.25倍(小
数点以下切上)以上

A-1点以下
C+1点以上

標準点の0.88倍(小数
点以下切捨)以下

40点 54点以上 50点以上 36点以上49点以下 35点以下

標準点

評価基準



変更あり

適切でない

未実施

適切でない

【その他】

適切

＜理由＞

・埋蔵文化財調査の本部施設として、設置条例に定める目的に沿った活用が図られており、考古学の専門知識を有する学芸研究職員により埋蔵文化財等の保存活用を適切に実施し
ている。
・発掘調査成果を活用した展示や工夫を凝らした企画事業を通して、東京都全体の埋蔵文化財保護の情報発信に努めている。
・指定管理業務と共に自主事業も充実させることにより、施設全体の事業の充実と効率化が図られており、特命要件は継続されている。

特命要件の
継続

＜特命要件とした内容＞

＜特命要件＞
・考古学の専門知識を持つ多くの学芸員が、専門性を必要とする当施設の指定管理業務を適切に行うことができる。
・都の埋蔵文化財調査研究を担ってきたことにより蓄積した研究成果や最新の発掘情報を保有しており、当施設の出土品の出土時の情報や考古学的分類・評価等について精通してい
る。
＜特命要件の継続状況＞
・出土品の展示や案内表示、縄文庭園の管理等において考古学の専門知識が必要であり、それらの知識を持った多くの学芸員が積極的かつ適切に業務を遂行している。
・財団設立当時から現在に至る発掘調査における研究成果を蓄積し、発掘調査に関する情報も保有している。そのため出土時の情報も熟知しており、考古学的分類や評価について精
通している。

埋蔵文化財調査の本部施設として、本施設の設置目的と合致した活用が図られているか 合致

都立埋蔵文化財調査センターの目的を達成するため、考古学の知識と経験を有する学芸研究員を従事さ
せ、埋蔵文化財や史跡の適切な保存及び活用が遂行されているか

適切

公益財団法人東京都教育支援機構が調査した埋蔵文化財資料（特に多摩ニュータウン発掘資料）を中心とし
た展示・情報発信が行われているか

実施

公益財団法人東京都教育支援機構の自主事業と本指定管理者業務が相互に活用され、事業の充実が図ら
れているか

１．財務状況

指定管理者の
財務状況

・令和5年4月1日より埋蔵文化財事業は、（公財）東京都教育支援機構が運営している。
・令和6年度の財務業績は、経常収益9,151百万円、経常費用9,104百万円で、当期経常増減額は46百万円の黒字である。なお、都からの補助金が、44百万円（減価償却費相当として）
計上されている。
・当期経常増減額46百万円の事業別の内訳では、公益目的事業１（学校支援業務）が27百万円の黒字、公益目的事業２（埋蔵文化財事業）が19百万円の黒字で、法人会計が△0.1百
万円の赤字である。
・指定管理事業について、予算比では、職員費や備品購入費の増額があったが、工事請負費が減少して、差引0.2百万円の赤字となっている。理由としては、給与改定による人件費の
大幅な増額や物価高騰による備品等の値上がり、施設・設備の自主的改善計画の執行延期（翌年度施工で事業・環境に影響ない工事計画の延期）による減額のためである。
・現預金2,514百万円があり、資金繰り上の問題はない。公益財団であり、収支均衡の経営を目指して堅実に行っている。

※財務諸表上から得られた情報や財務分析結果など、客観的な情報を記載してください。

２．特命要件の継続

　特命により指定管理者を選定した施設については、特命要件とした内容及び施設の位置づけなどを再検証するとともに、事業計画等に示された事業の評価対象期間中の達成度合いや効果
等の検証を行ってください。


